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「
東
大
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｃ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」（http://w

w
w

.G
U

T

Ｐ.jp
）

は
、２
０
０
８
年
6
月
に
設
立
し
た「
グ

リ
ー
ン
東
大
工
学
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
発
展
さ
せ
、
東
京
大
学
の
全
学
レ
ベ

ル
の
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
２
０
１
０
年
4
月
に
設
立
し
た
。 

　

英
文
名
はGreen U

niversity of 
T

okyo Project

（
略
称 

Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｐ
）

で
あ
る
。
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｐ
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
の
設
計
、
構
築
、
運
用
、
管
理
な
ら

び
に
制
御
に
関
係
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
か
ら
構
成
さ
れ
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
的

な
共
同
研
究
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で

あ
り
、
２
０
１
２
年
3
月
時
点
で
66
組

織
（
46
の
営
利
企
業
と
20
の
非
営
利
組

織
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

東
京
大
学 

本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中

心
部
に
位
置
す
る
工
学
部
新
2
号
館

（
２
０
０
５
年
竣
工 

地
上
12
階 

総
合

研
究
教
育
棟
）
を
核
と
す
る
実
フ
ィ
ー

ル
ド
を
用
い
た
実
証
モ
デ
ル
の
設
計
と

構
築
・
運
用
・
評
価
を
通
じ
て
、
ス
マ

ー
ト
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、
さ
ら
に
ス
マ
ー

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
具
現
化
す
る
た
め
に

必
要
な
新
技
術
と
新
し
い
運
用
技
術
の

確
立
を
目
指
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

東
京
大
学 
工
学
部 

2
号
館
な
ど
を
用

い
た
実
証
実
験
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
成
果

を
、
他
の
大
学
組
織
へ
の
横
展
開
と
、

公
共
施
設
等
へ
の
縦
展
開
、
さ
ら
に
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
を
創
造
す
る
に
資

す
る
研
究
開
発
成
果
の
創
造
と
そ
の
普

及
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ス
マ
ー
ト
ビ
ル
や
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
を
実
現
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
こ
れ
ま
で
、
系
統
ご

と
に
独
立
し
て
設
計
・
構
築
・
運
用
さ

れ
、
相
互
に
連
携
し
た
動
作
を
す
る
こ

と
が
な
く
、
さ
ら
に
、
系
統
内
に
お
い

て
も
事
実
上
の
標
準
化
が
実
現
・
確
立

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

そ
こ
で
、
Ｇ

Ｕ
Ｔ
Ｐ
で
は
、
広
域
で
動
作
す
る
セ
ン

サ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
を
目
指
し

た
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る 

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ 

Ｅ
！ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成

果
を
利
用
し
、
２
０
１
１
年
2
月
に
国

際
標
準
化
に
成
功
し
た 

Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

１
８
８
８
に
提
案
し
採
択
に
い
た
っ

た
、
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｐ
（Facility Inform

ation
A

ccess Protocol

）
を
開
発
し
、
そ

の
実
用
性
を
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る

東
京
大
学
工
学
部
2
号
館
の
ス
マ
ー
ト

化
と
東
京
大
学
主
要
5
キ
ャ
ン
パ
ス
の

電
力
使
用
量
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
見
せ
る

化
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
実
証
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。 

東
京
大
学
で
の
成
功

は
、
現
在
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
ア
ジ
ア
の
新
興
国
な

ど
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
ラ
イ
ア
ル
の
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
１
８
８
８ 

は
、
⑴ 

デ
ー

タ
ベ
ー
ス
オ
リ
エ
ン
テ
ィ
ッ
ド
、
⑵
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
、

⑶ 

既
存
シ
ス
テ
ム
の
Ｇ
Ｗ
（G

ate 
W

ay

）
を
用
い
た
統
合
化
、
を
特
長

と
し
て
お
り
、（
ａ
）
フ
ィ
ー
ル
ド
シ

ス
テ
ム
、（
ｂ
）
共
有
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、

（
ｃ
）
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
な
る

3
層
構
造
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
提
案

し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
技
術
的
な

特
長
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
、
系
統
ご

と
に
構
築
・
運
用
さ
れ
る
垂
直
統
合
モ

デ
ル
か
ら
、
系
統
間
で
の
連
携
と
水
平

統
合
モ
デ
ル
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。 

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
ビ
ル

や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
計
と
発
注
が
、『
ベ

ン
ダ
ー
主
導
』
で
あ
っ
た
も
の
を
、『
ユ

ー
ザ
主
導
』
へ
と
変
革
さ
せ
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。 

ま
た
、
Ｇ
Ｗ
を
用

い
た
相
互
接
続
モ
デ
ル
は
、
既
存
シ
ス

テ
ム
か
ら
の
連
続
的
改
修
を
可
能
に
す

る
と
と
も
に
、
新
し
い
技
術
の
フ
ィ
ー

ル
ド
シ
ス
テ
ム
へ
の
適
用
を
可
能
に
す

る
こ
と
で
、
既
存
シ
ス
テ
ム
と
の
共
存

と
、
継
続
的
進
化
の
可
能
性
を
可
能
に

す
る
選
択
肢
の
適
用
を
可
能
に
し
て
い
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る
。
こ
の
特
長
は
、
構
成
要
素
の
改
修

周
期
が
長
い
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ

ム
に
と
っ
て
、
重
要
と
な
る
。 

  
東
京
大
学 

工
学
部
2
号
館
に
お
い
て

は
、
図
1
に
示
す
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が

構
築
さ
れ
、
10
を
越
え
る
ベ
ン
ダ
ー
が

持
ち
込
ん
だ
機
器
が
相
互
接
続
さ
れ

た
。 

ま
た
、
東
京
大
学
主
要
5
キ
ャ

ン
パ
ス
の
電
力
使
用
量
の
リ
ア
ル
タ
イ

ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
す
べ

て
キ
ャ
ン
パ
ス
の
受
電
設
備
が
異
な
る

ベ
ン
ダ
ー
で
あ
り
、
か
つ
、
デ
ー
タ
様

式
と
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
が
異
な
る
状
況

に
お
い
て
も
、
Ｇ
Ｗ
を
用
い
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
基
盤
を
用
い
た
シ
ス
テ
ム
構

築
・
運
用
に
よ
っ
て
、
相
互
接
続
運
用

が
実
現
さ
れ
た
。

  

な
お
、
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
１
８
８
８
は
、
現

在
3
つ
の
領
域
の
拡
張
機
能
（
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
機
能
（
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
１
８
８
８
．

３
）、
運
用
管
理
機
能
（
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

１
８
８
８
．
１
）
お
よ
び
多
様
な
ア
ク

セ
ス
網
へ
の
対
応
方
式
（
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

１
８
８
８
．
２
））
に
関
す
る
議
論
を

行
い
な
が
ら
、
一
方
で
、
米
国N

IST

が
主
催
す
る
Ｓ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
（Sm

art Grid 
Interoperability Panel

）
で
の 

Ｃ

ｏ
Ｓ
（C

atalogue of Standards

）

化
と
、
中
国
で
の
国
内
標
準
化
を
推
進

し
な
が
ら
、
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ

Ｃ
で
の
標
準
化
を
目
指
し
て
い
る
。

  
東
京
大
学
で
は
、
２
０
１
１
年
3
月

11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
受

け
、
全
学
で
、
30
％
の
ピ
ー
ク
電
力
使

用
量
の
削
減
と
、
25
％
の
総
電
力
使
用

量
の
削
減
を
、
２
０
１
１
年
夏
の
目
標

と
し
た
。 

表
向
き
に
は
、
ピ
ー
ク
電

力
量
と
総
電
力
量
の
両
方
に
関
す
る
目

標
を
掲
げ
た
が
、
実
質
的
に
は
、
ピ
ー

ク
電
力
量
の
削
減
目
標
が
達
成
さ
れ
れ

ば
、
東
京
大
学
と
し
て
の
社
会
的
責
任

を
果
た
す
と
と
も
に
、
総
電
力
使
用
量

の
目
標
は
達
成
可
能
と
の
方
針
で
、

２
０
１
１
年
の
節
電
・
省
エ
ネ
施
策
が

実
施
さ
れ
た
。 

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

2008

年
に
創
設
さ
れ
た
Ｔ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
室

（T
odai Sustainable C

am
pus 

Project

）、
設
備
課/

保
全
課
、
そ
し

て
、
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｐ
が
連
携
す
る
体
制
が
構

築
さ
れ
た
。 

「
ピ
ー
ク
電
力
量
」
の
制

御
と
い
う
方
針
よ
り
も
、
よ
り
重
要
だ

っ
た
方
針
は
、「
生
命
・
健
康
が
第
一
、

研
究
・
教
育
の
維
持
が
第
二
、
第
三
が

省
エ
ネ
・
節
電
で
あ
る
」
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
本
部
か
ら
は
、
節
電
・
省

エ
ネ
の
手
法
と
効
果
の
情
報
が
各
部
局

に
提
供
さ
れ
、
そ
の
情
報
と
電
力
使
用

量
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
を
も
と
に
し

て
、
各
部
局
が
適
切
な
対
応
策
を
と
る

と
い
う
、「
自
律
分
散
的
」
運
用
方
法

を
基
本
と
し
た
。 

⑴
電
力
使
用
量
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
見
せ

る
化

  

Ｔ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
室
を
核
と
し
た
設
備
の
設

定
変
更
（
空
調
の
温
度
設
定
管
理
や
照

明
の
間
引
き
な
ど
）
に
よ
る
節
電
効
果

図１ ＩＥＥＥ１８８８ 参照システムアーキテクチャ

S
PECIAL東

京
大
学
に
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け
る
２
０
１

１
年
夏
の
節
電
・
省
エ
ネ
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は
、
約
20
％
と
見
積
も
ら
れ
た
。
全
体

の
目
標
は
、
30
％
の
削
減
で
あ
り
、
残

り
の
10
％
は
、「
見
え
る
化
」
で
実
現

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

通
常
で
は

10
％
程
度
の
節
電
効
果
が
見
込
ま
れ
る

電
力
使
用
量
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
見
え
る

化
は
、
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｐ
が
、
主
担
当
で
実
施

さ
れ
た
。 

関
東
地
区
の
主
要
5
キ
ャ

ン
パ
ス
の
高
圧
受
電
設
備
か
ら
、
取
得

可
能
な
電
力
使
用
量
の
情
報
を
、
Ｉ
Ｅ

Ｅ
Ｅ
１
８
８
８
を
用
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
用
い
て
収
集
し
、
東
京
大
の
構

成
員
と
外
部
に
提
供
し
た
（
図
2
）。 

　

各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
高
圧
受
電
設
備
か

ら
取
得
さ
れ
る
電
力
使
用
量
の
デ
ー
タ

は
、
共
通
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
納
、

パ
ソ
コ
ン
は
も
ち
ろ
ん
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
も
、
電
力
使
用
量
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
見
る
こ
と
が
可
能
な
環
境
が
提
供

さ
れ
た
。
特
に
、
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
と

駒
場
Ⅱ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
、
キ

ャ
ン
パ
ス
全
体
の
電
力
消
費
量
の
み
で

は
な
く
、
建
屋
ご
と
、
あ
る
い
は
複
数

の
建
屋
か
ら
構
成
さ
れ
る
エ
リ
ア
ご
と

の
電
力
消
費
量
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
見
え

る
化
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
さ
れ
た
。 

高

圧
受
電
設
備
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
の
間

で
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
と
見
え
る
化
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
の

間
で
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
は
、
Ｉ
Ｅ

Ｅ
Ｅ
１
８
８
８
で
国
際
標
準
化
さ
れ
た

も
の
を
使
用
し
て
お
り
、
２
０
１
２
年

以
降
、
任
意
の
時
に
、
設
備
・
サ
ー
ビ

ス
提
供
者
を
容
易
に
変
更
な
環
境
に
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。  

  

２
０
１
１
年
夏
の
実
績
値
と
し
て

は
、ピ
ー
ク
電
力
使
用
量
で
平
均
31
％
、

総
電
力
使
用
量
で
22
％

−

24
％
の
削
減

に
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑵
工
学
部
2
号
館 

  

本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
工
学
部
2
号
館
に

お
い
て
は
、
建
屋
全
体
の
電
力
使
用
量

だ
け
で
は
な
く
、
各
部
屋
の
系
統
ご
と

（
照
明
、
空
調
、
一
般
電
灯
）
の
電
力

図２ 東京大学 主要キャンパス 消費電力の見える化システム構成図

図３ 東京大学 本郷キャンパス 工学部 2 号館 システム概要図
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使
用
量
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
『
見
え
る

化
』
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
温
度
セ
ン
サ

ー
の
情
報
な
ど
、
各
種
セ
ン
サ
ー
の
情

報
も
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
１
８
８
８
を
用
い
て
統

合
化
さ
れ
、
よ
り
詳
細
な
電
力
使
用
量

の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
見
え
る
化
が
実
施
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
6
月
末
か
ら
9
月

上
旬
で
、
前
年
度
の
電
力
使
用
量
と
比

較
し
て
、ピ
ー
ク
使
用
量
で
平
均
44
％
、

総
使
用
量
で
31
％
の
削
減
に
成
功
し
、

ピ
ー
ク
使
用
量
削
減
目
標
の

−

30
％
を

満
足
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
7
月
12
日

の
1
時
間
の
み
で
あ
っ
た
（
図
3
）。

　

さ
ら
に
、夏
本
番
の
頃
に
お
い
て
は
、

最
高
気
温
に
関
わ
ら
ず
、
最
高
電
力
使

用
量
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
お
ら
ず
、

良
好
な
デ
マ
ン
ド
制
御
が
、
見
え
る
化

シ
ス
テ
ム
を
参
照
し
な
が
ら
実
施
・
実

現
さ
れ
た
。 

さ
ら
に
、
工
学
部
電
気

系
で
は
、
サ
ー
バ
の
ク
ラ
ウ
ド
化
に
よ

っ
て
、
71
％
の
節
電
に
成
功
、
そ
の
投

資
回
収
期
間
は 

1
年
以
下
と
い
う
実

績
も
あ
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

２
０
１
１
年
夏
の
節
電
・
省
エ
ネ
は
、

電
力
使
用
量
の
「
見
せ
る
化
」
で
あ
り
、

Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｐ
が
目
標
と
し
て
い
た
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
を
用
い
た
「
制
御
」
ま
で
は
踏

み
込
ん
で
い
な
い
。 

し
か
し
、
工
学

部
2
号
館
に
関
し
て
は
、
２
０
１
１
年

3
月
の
改
修
に
よ
っ
て
、
既
に
、
空
調

や
照
明
の
制
御
が
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
環

境
の
構
築
が
完
了
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
２
０
１
２
年
度
は
、
２
０
１
１
年

度
の
「
ヒ
ト
」
に
よ
る
節
電
・
省
エ
ネ

対
策
の
履
歴
情
報
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
用
い
た
自
動
制
御

に
よ
る
節
電
・
省
エ
ネ
の
実
現
を
目
標

に
し
て
い
る
。 

  

ま
た
、
効
果
的
な
節
電
・
省
エ
ネ
の

実
現
の
た
め
の
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と

ク
ラ
ウ
ド
技
術
の
戦
略
的
利
用
は
、
江

崎
研
究
室
と
電
気
系
学
科
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
シ
ス
テ
ム
で
証
左
す
る
こ
と
が
で

き
て
お
り
、
東
京
都
環
境
局
な
ど
の
地

方
自
治
体
や
企
業
に
お
け
る
実
施
を
促

進
・
支
援
し
た
い
。 

最
先
端
Ｉ
Ｃ
Ｔ

技
術
を
用
い
た
節
電
・
省
エ
ネ
は
、
社

会
・
産
業
活
動
の
収
縮
で
は
な
く
、
成

長
と
快
適
性
の
向
上
を
目
指
す
も
の
で

あ
り
、
経
済
的
に
も
実
現
可
能
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
共
有
し
、
実
現
す
る
こ

と
が
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
世
界
・
地

球
、
そ
し
て
、
次
世
代
へ
の
貢
献
と
な

る
と
考
え
る
。

図４ 東京大学 本郷キャンパス 工学部 2 号館 電力使用量実績
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